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－ 73 － 

６－４ 気候変動対策 

６-４-１ 温室効果ガス＊の削減に向けた取組み【和泉市地球温暖化＊対策実行計画

（区域施策編）】 

（（１１））現現状状及及びび課課題題  

 地球温暖化＊対策は世界共通の課題となっており、今後、このまま地球温暖化＊が進めば、自然

環境や人間社会に大きな影響を及ぼすことが懸念されます。 

このため、本市においても地域における地球温暖化＊対策として、市民等・事業者・市が協働し

て地球温暖化*防止のための取組みを積極的に推進し、温室効果ガス＊の削減に取り組むことが求

められています。 

本項では、「地球温暖化＊対策の推進に関する法律」に基づく、「和泉市地球温暖化＊対策実行計

画（区域施策編）」と位置づけ、本市域から排出される温室効果ガス＊の削減について目標を示す

とともに、達成に向けた取 

組みを推進していきます。 

 

（（２２））削削減減目目標標 

 和泉市全体における温室効果ガス＊排出量を、基準年度である平成 25（2013）年度の 911 千ｔ

-CO2 と比較して、令和 12（2030）年度までに約 30％削減することを目標とします。 

 

和泉市の目標設定                  単位：千 t -CO2／年 

 2013 年度 2030 年度 削減率 

産業部門 144 134 7% 

業務部門 242 145 40% 

家庭部門 254 154 39% 

運輸部門 250 181 28% 

廃棄物部門 22 22 0% 

計 911 636  

 

※和泉市では、エネルギー転換部門の対象施設はない。 

※小数点以下の端数を四捨五入しているため、各部門の加算額と合計額に差が生じている。 

 

（参考）国の目標設定               単位：百万 t -CO2／年 

 2013 年度 2030 年度 削減率 

産業部門 429 401 7% 

業務部門 279 168 40% 

家庭部門 201 122 39% 

運輸部門 225 163 28% 

エネルギー転換部門 101 73 28% 

計 1,235 927 25% 

※出典 環境省 HP：日本の約束草案（2020 年以降の新たな温室効果ガス＊排出削減目標） 
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重点的な取組み 市 事業者 市民等 

や事業所の省エネルギー化を促進します。 

・太陽光発電や燃料電池＊、また蓄電池や省エネ家電

などについて普及啓発します。 

・スマートハウス＊や ZEH＊（ゼッチ：ネット・ゼロ・

エネルギー・ハウス）、ZEB＊（ゼブ：ネット・ゼロ・

エネルギー・ビル）など建築物の省エネ化を推進し

ます。 

・新築・改築の際には、高断熱・高気密な省エネ型の

環境住宅を推進します。 

② 水の有効利用 

・公共下水道への接続により不要となった浄化槽の改

造費助成制度による雨水の有効利用に努めます。 

・雨水の有効利用に努めます。 

・節水に努めます。 

お客さま 

サービス課 

○ 〇 

総務管財室 

③ 省エネルギー意識の啓発 

・クールチョイス＊をはじめ省エネルギー化への取組

みについて市民等・事業者への啓発を行います。 

・関係団体などとの連携により、事業者向けのエネルギ

ー消費の抑制に関する情報の発信に努めます。 

環境保全課   

産業振興室 

（商工観光） 

④ 自動車の適正利用の促進 

・ハイブリッド車、電気自動車、燃料電池＊車などの

低公害車の普及啓発を行います。 

・低公害車の利用促進を図ります。 

環境保全課 〇 〇 

 

個別目標３ 公共交通機関の利用、都市における緑地の保全及び緑化、地域環境の整備及び   

改善に関する取組み 

重点的な取組み 市 事業者 市民等 

① 公共交通機関の利用促進 

・「地域公共交通網形成計画」に基づき、使いやすい

公共交通ネットワークの形成を図り、公共交通への

シフトを進めます。 

・主要駅を拠点としたまちづくりと連携した交通結節

機能の強化を図ります。 

・各交通機関の役割や特性を活かし、自動車に過度に

頼らない安全・快適に生活できるまちづくりを進め

ます。 

・公共交通の積極利用を促すための情報提供と利用促

進施策の展開を推進します。 

・公共交通機関の利用促進を図ります。 

都市政策室

（交通） 
〇 〇 
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重点的な取組み 市 事業者 市民等 

② 都市緑化と緑地の保全 

・「みどりの基本計画」に基づき、緑化重点地区にお

ける緑化及び保全配慮地区における良好な自然環

境の保全を推進します。 

・森林環境譲与税＊などを活用した森林整備を推進

し、森林の多面的機能の向上に努めます。 

・市民等による森林育成活動への取組みを進めます。 

・みどりに関する情報提供の充実、キャンペーンや市

民参加型のイベントなどによる啓発活動、みどりづ

くりに貢献した市民顕彰の実施など、市民のみどり

に対する意識の向上に努めます。 

都市整備室 

（公園） 

  

産業振興室

（農林） 

 

個別目標４ 廃棄物等の発生の抑制など、循環型社会＊の形成に関する取組み 

重点的な取組み 市 事業者 市民等 

① 市民等・事業者・市の協働によるごみの減量化の

促進 

・和泉市ごみ減量等推進員（リサイクリーン＊）制度

を活用し、３R＊についての啓発を行います。 

・家庭内での食品ロス＊の削減や水切りについての啓

発を行い、生ごみ発生の抑制に努めます。 

・エコオフィス＊活動の取組みを啓発し、事業活動に

おけるごみの減量化を促進します。 

・公共施設におけるごみのリサイクル＊を率先して実

施します。 

・ごみの減量化の促進を図ります。 

生活環境課 〇 〇 

② 廃棄物の適切な処理の推進 

・和泉市ごみ減量等推進員（リサイクリーン＊）と連

携し、ごみの排出ルールの周知徹底を行います。 

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、

廃棄物処理業者が不適正な処理を行わないよう指

導します。 

・不法投棄されやすい場所の定期的パトロールや防止

看板設置、キャンペーンの実施により、不法投棄の

防止に努めます。 

・不法投棄が発生した場合には、警察等と連絡を取り、

投棄者の究明に努めます。 

・廃棄物の適切な処理の推進を図ります。 

環境保全課 

生活環境課 

〇 〇 
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ゼロカーボンシティ＊の表明 

 

ゼロカーボンシティ＊とは、「2050 年に温室効果ガス＊（二酸化炭素*）実質排出ゼロ」を目指

すことを市長村長、都道府県知事自らが又は地方自治体として公表したまちのことです。 

これは、平成 27(2015)年 12 月の「パリ協定＊」発効と関係しており、パリ協定＊は、地球温暖

化*の原因となる温室効果ガス＊の排出量の削減に向けて、先進国・開発途上国の区別なく、国ご

とに目標を決めるとともに、目標達成に向けて取り組むことを取り決めた約束です。 

19 世紀後半の産業革命からの世界全体の平均気温の上昇を、 2℃より十分に下回るようにする

こと、そのために、今世紀後半には人間活動による温室効果ガス＊の排出を吸収と等しくし、実質

ゼロにすることを目指しています。これは、石炭や石油などの化石燃料をできるだけ燃やさない

社会へ変えなければならない、ということを意味しています。 

令和３(2021)年 3 月 19 日現在、大阪府下では、大阪府及び大阪市、枚方市、東大阪市、泉大

津市などの自治体がゼロカーボンシティ＊の表明をしています。和泉市においても、この第３次和

泉市環境基本計画及び和泉市地球温暖化＊対策実行計画（区域施策編）に基づき、温室効果ガス＊

の削減に向けた取組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-27 地方公共団体における 2050 年二酸化炭素*排出実質ゼロ表明の状況・ゼロカーボンシティ＊一覧図 

（資料：環境省 HP） 

 

第 3 次和泉市環境基本計画 

 

－ 77 － 

 
 

  

ゼロカーボンシティ＊の表明 

 

ゼロカーボンシティ＊とは、「2050 年に温室効果ガス＊（二酸化炭素*）実質排出ゼロ」を目指

すことを市長村長、都道府県知事自らが又は地方自治体として公表したまちのことです。 

これは、平成 27(2015)年 12 月の「パリ協定＊」発効と関係しており、パリ協定＊は、地球温暖

化*の原因となる温室効果ガス＊の排出量の削減に向けて、先進国・開発途上国の区別なく、国ご

とに目標を決めるとともに、目標達成に向けて取り組むことを取り決めた約束です。 

19 世紀後半の産業革命からの世界全体の平均気温の上昇を、 2℃より十分に下回るようにする

こと、そのために、今世紀後半には人間活動による温室効果ガス＊の排出を吸収と等しくし、実質

ゼロにすることを目指しています。これは、石炭や石油などの化石燃料をできるだけ燃やさない

社会へ変えなければならない、ということを意味しています。 

令和３(2021)年 3 月 19 日現在、大阪府下では、大阪府及び大阪市、枚方市、東大阪市、泉大

津市などの自治体がゼロカーボンシティ＊の表明をしています。和泉市においても、この第３次和

泉市環境基本計画及び和泉市地球温暖化＊対策実行計画（区域施策編）に基づき、温室効果ガス＊

の削減に向けた取組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-27 地方公共団体における 2050 年二酸化炭素*排出実質ゼロ表明の状況・ゼロカーボンシティ＊一覧図 

（資料：環境省 HP） 



 

第 3 次和泉市環境基本計画 

－ 78 － 

６-４-２ 気候変動影響への対策（適応策＊関連） 

（１） 現状及び課題 

国では、気候変動の影響とみられる災害が激化していることから、人類を含む全ての生き物の

生存基盤を揺るがす「気候危機」が起きていると強調されています。 

近年、猛暑やゲリラ豪雨、台風被害の甚大化など、気候変動の影響がすでに顕在化しており、

今後さらに深刻化するおそれもあります。 

この課題に対して、温室効果ガス＊の排出削減対策（緩和策＊）とともに、気候変動の影響によ

る被害の回避・軽減対策（適応策＊）を両輪で進めていく必要があります。 

 

（２） 重点的な取組事項 

重点的な取組事項を以下に示します。 

重点的な取組み 市 事業者 市民等 

① 気候変動の影響、適応策＊に関する情報収集及

び発信 

・ 熱中症対策や農作物等への影響などに関する

適応策＊など国や府などの情報を積極的に市域

へ発信します。 

・ 大阪府森林環境税*に関する取組みも情報収

集・発信します。 

・ 市民のリーダー層の育成として、いずみ環境く

らぶ「自然歴史グループ」や「地球環境グルー

プ」をはじめとした市民団体の方を対象とした

適応策＊に関する勉強会を開催します。

環境保全課   

産業振興室 

健康づくり 

推進室 

など 

 

 

② 次世代への継続的な地域の気候変動影響に関

する情報の発信 

・ 市民や子どもたちが楽しく適応策＊を学ぶ場の

創出に努めます。 

・ 市民団体等と連携しながら、気候変動に関する

身近な影響をはじめとした市域の環境を学ぶ

学習ツールの制作を検討します。 

環境保全課 〇 ○ 

③ 暑さ対策に関する取組みの推進 

・ 地域の身近な気候変動への影響であり、命に関

わる課題として「暑熱対策」があります。大阪

府と連携し、暑さ対策に関する情報を積極的に

発信していきます。 

・ また、「おおさかクールオアシスプロジェクト」

や「都市緑化を活用した猛暑対策」などの発信

や経済的な事情を抱える方への支援制度の発

信も行っていきます。 

環境保全課 〇  

健康づくり 

推進室 

＊ 
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－ 80 － 

６－５ 生物多様性＊の保全【和泉市生物多様性地域戦略】 

（１） 現状及び課題 

本市は、和泉山脈をはじめとする森林、槇尾川をはじめとする河川、信太山丘陵の湿地など、

豊かな自然環境に恵まれており、希少な生物の生息も見られています。一方で特定外来生物＊など

の外来種＊による生態系＊のかく乱も見られ、本市が有する豊かな生態系＊を後世に残すための取

組みが必要になっています。 

平成 25（2013）年度から平成 29（2017）年度には、本市の自然環境調査を実施し、市域を北

部地域、中部地域、南部地域のエリアに分け、各エリア７～９か所（1 か所 1km2）を現地踏査に

より植物、鳥類、昆虫類、その他動物の生息状況を調査しました。また、川の生き物と水生植物

を観察する「水辺の自然観察会」と里山の生き物と植物を観察する「緑の自然観察会」の開

催やいずみ環境くらぶでは、廃棄（ハイキ）ング＊の取組みも継続的に実施してきました。 

ポスト 2020 生物多様性＊枠組に関する議論を注視しながら、今後は、これらの基礎調査情報を

活かしながら、市民や次世代への普及啓発を重点的に行い、生物多様性＊を守る人を育成します。 

生物多様性＊の必要性について広く市民に啓発し、市民等・事業者・市の協働による自然環境の

保全・回復を行います。 

 
図-29 和泉市の自然環境（自然環境調査結果）（資料：和泉市 HP） 

 

    
図-30 自然観察会の様子（資料：和泉市 HP）   図-31 廃棄（ハイキ）ング＊「白川周辺」の様子  

                  （資料：和泉市 HP） 
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－ 81 － 

（２） 対象とする区域 

和泉市全域（本計画と同じ） 

 

（３） 目標 

「生物多様性＊を守り、その恵みを受け継ぐまちをつくる」を目標として設定します。 

 

（４） 総合的かつ計画的に講ずべき施策 

基本目標１及び基本目標３に掲げる基本施策・取組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

（５） 重点的な取組事項 

重点的な取組事項を以下に示します。 

重点的な取組み 市 事業者 市民等 

① 多様な主体連携による自然観察会など学習機会の

提供 

・ これまで実施してきた自然観察会や廃棄（ハイキ）

ング＊などの取組みを継続して実施します。 

・ パンフレット「和泉市の自然」を活用し、市民団体

等とも連携しながら、各地域で自然観察会を開催

し、各地域で生物多様性*に関する普及啓発を行い

ます。 

・ 現在の自然環境の担い手と連携しながら、大学や高

校など次世代との連携も模索し担い手の発掘と、地

域の生物多様性*保全のための課題・保全方策など

に関する勉強会などの開催を検討します。 

環境保全課 

 

〇 〇 

② 森林の多面的機能の向上及び森林資源活用の推進 

・ 森林の有する公益的機能は、地球温暖化＊防止のみ

ならず、国土の保全や水源の涵養など、国民に広く

恩恵を与えるものであることから、災害防止・国土

保全機能強化などの観点から、森林整備を一層促進

するためにスタートした森林環境譲与税＊などを活

用し、森林整備・木材活用を推進します。 

・ 所有者へ保全や活用に関する働きかけを行います。 

 

産業振興室

（農林） 

〇 〇 

環境保全課 

生物多様性＊を守りその恵みを受け継ぐまちをつくる 

3-1 生物多様性＊の確保 

3-2 自然の保全と人との共生 

1-1 環境学習の推進 

1-2 環境活動の支援・促進 
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６－６ 循環型社会*の形成 

（１） 現状及び課題 

 現在、循環型社会＊を取り巻く全国の動向は、平成 12(2000)年から大きく進展はしています

が、近年、資源生産性などは横ばいの状況です。誰もが、持続可能な形で資源を利用でき、

環境への負荷が地球の環境容量内に抑制され、健康で安全な生活と豊かな生態系＊が確保され

た世界を目指していくことが求められています。 

 また、近年、新たに「食品ロス＊」に関する課題と「プラスチック」に関する課題が大きな問

題となっています。 

 和泉市では、プラスチックごみ削減については、令和元（2019）年 10 月 10 日に「いずみプ

ラスチックごみゼロ宣言＊」をし、取組みをスタートしています。今後、それぞれが取組みを

進めいくとともに、地域全体で協力し、新たな課題を地域で共有し、１歩ずつ具体的な取組

みを進めていきます。 

 

（２） 重点的な取組事項 

重点的な取組事項を以下に示します。 

重点的な取組み 市 事業者 市民等 

① プラスチックごみゼロに向けた取組推進 

・ プラスチック製容器包装、ペットボトル、スト

ローなとのワンウェイプラスチックの削減（通

常１度使用した後にその役目を終えるもの）に

向けた普及啓発を推進します。 

・ 庁内で開催する会議において、マイボトル＊持

参を推奨します。 

・ リユース＊食器などの利用啓発を行います。 

・ プラスチックが自然界に流出することがない

よう、市民・事業者・行政の協働によりポイ捨

てなどの防止を行うとともに、流出してしまっ

たものについて、清掃活動などを行っていきま

す。 

・ 家庭ごみ・事業系ごみに含まれるワンウェイプ

ラスチックの実態調査を検討します。 

・ お祭りや市が主催のイベントでワンウェイプ

ラスチックを減らすための仕組みづくりを

市・事業者等と連携し検討します。 

・ 市民や学生、事業者等から、使い捨てプラスチ

ックや３R＊推進のための PR 動画を募集し、コ

ンテストをするなど、様々な意見を取り入れた普及

啓発素材・環境学習素材の導入を検討します。

・ プラスチックごみゼロに向けた取組推進を図

ります。

生活環境課 

環境保全課 

〇 〇 
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重点的な取組み 市 事業者 市民等 

② ３R＊の推進 

・ ごみ分別アプリに関する普及啓発を行うなど、

分別方法の普及啓発を実施します。 

・ ごみ減量チェックシートを活用し、家庭ででき

るごみ減量策の普及啓発を実施します。 

・ 食品ロス＊など新たな課題について、普及啓発

を実施します。また、市民・事業者が課題解決

にむけて協働で取り組む仕組みづくりを検討

します。 

・ 食品廃棄物などの地域内循環の可能性を検討

します。

・ ３R＊の推進を図ります。

生活環境課 
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マイボトル＊等で利用できる給水スポットの拡大に関する連携協定の締結 

京都市とウォータースタンド㈱との間で「マイボトル＊等で利用できる給水スポットの拡大

に関する連携協定」を行い、両者が連携・協力した新たな取組みが始まっています。 

この取組みは、京都市内の多くの場所でマイボトル＊等を給水できる環境を整備することで、

ペットボトル等の使い捨てプラスチック製品の使用抑制、京都の水道水の利用促進、市民のラ

イフスタイルの転換及びその定着化を図り、プラスチックによる海洋汚染の防止のほか、ごみ

減量、地球温暖化＊対策や生物多様性＊の保全などにつなげていくことを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の取組み 

・プラスチック製品使用抑制を積

極的に啓発 

・市施設への給水機の設置 

・民間施設などへの設置拡大のた

めの支援（広報など） 

ウォータースタンド株式会社の取組み 

・市施設への給水機の設置拡大のため、

機器の提供などによる支援 

・民間施設への給水機設置の拡大 

・プラスチック製品使用抑制を積極的に

啓発 

・市主催イベントなどで、プラスチック

ごみ削減、水道水の PR など市施策の啓

発に協力 

図-33 マイボトル＊等で利用できる給水スポットの拡大に関する各主体の取組み 

（資料：Plastics Smart HP） 
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